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資料

マイコンによる植物目録作成

—大阪大学薬学部附属薬用植物園一一

大 阪 大 学 薬 学 部

那須 正夫

生薬。テレビのコマーシャルがなければ、これを正しくロショウヤク"と読める人は少ないので

はないでしょうか。いかにもカビ臭い言葉のようで、あまり電子計算機とは縁のなさそうな分野だ

なあと思われるでしょうが、まあ、そこは我慢して読んでみてください。意外に私たちにとって身

近な存在なのです。というのは、普段、私たちが病院や薬局でもらう美しく包装された医薬品の半

分近くは、この生薬の有効成分を分析、合成したものである上、食べ過ぎや二日酔いなどでよく世

話になる胃腸薬は、ほとんど生薬そのものといってもよいほどだからです。

このように生薬は、医薬品社会の中で重要な位置を占めるのですが、その生産や品質管理につい

ては、未だ、十分な態勢ができていないばかりか、一部を除き、その作用機序についてもあまり科

学的な解明はなされていません。そこで当研究室では昨年から生薬資源研究の一環として、生薬、

および漢方処方のデータベースを作製、人類数千年の経験の電子計算機による分析を始めましたが、

今回、その過程の一つとしてマイコンを当学部附属薬用植物園の目録作成に応用し、十分な結果を

得たのでここに紹介します。 ― 一

二
木本区

大型計算機が自由に使える環境にありなが

ら、なぜマイコンを使ったのか不思議に思わ

れる方もいらっしゃるでしょう。大容量のメ

モリー、ラインプリンターによる一瞬のハー

ドコビー。どれをとってもマイコンに歩はな

いようです。実際、当研究室でも、データベ

ースの作製には大型計算機を使っています。

（もっとも、マイコンを端末として使ってい

ますが）しかし、この一見、万能のように見

える大型計算機にも弱点はあるのです。そ

ヽヽl l ． 一

圃本

．

標

[二旦
[
l
,
i•• 

！
 

•• 
.
i

圃

棟
麟

”
□
』
□
山
口
本
．
．
苗

草

i
．
育

D
 

.

,

 ..
.
 二
.
.
.
.
.
.
.
 
_＿＿＿＿＿＿

-m-9-
... __
 
＿_ー-

．．．．．．．．．． 

実
験
温
室

図 1. 大阪大学薬学部附属薬用植物園
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の一つは、アルファベットとカナ文字の両方を使う時、小文字が出ないということです。科学計算

を中心とするユーザーにとっては些細なことなのですが、文字中心のデータを扱う分野では、表現

が不自然になり、都合の悪くなることが多いのです。

植物の分類では一般に、科名（バラ科とかユリ科といった分類ですが）の学名（ラテン名：バラ

図 2.

がくるくるとまわり、ラインプリンターやカ ー

ドリーダーの機械的な騒音の中、ユーザーが言

葉少なに行き交う大型計尊機センタ ーにはなか

なかなじめない人でも、研究室の片すみに置か

れたタイプライターに毛のはえたようなマイコ

ンでは、気軽にデータを入力したり、修正した

りすることができるのです。今さらコンヒ°ュー

ターなんかと思っていた人までが、自由自在に

使いこなせるようになりました。

三
現在、当植物園の大温室、小湿室、実験圃場、

約 10,000m'には、 薬用を中心に、香辛料、香

料原料など、約 1,000種の植物が栽培されてい

ます。植物目録の作成にあたっては、これらす

大阪大学大型計罪機センター ニュ ース -112-

科はROSACEAE、ユ リ科

はLILIACEAE)は普通、

大文字で表現し、個々の植物

学名（モモは、 Prunus

persica Betsch. ですが）

は、大文字、小文字の両方を

使って書くのが慣例です。ア

ルファベット、カナ文字の両

方の小文字が使えるマイコン

を使った理由のひとつは、こ

こにあります。さらに都合の

よいことに、あの磁気テープ

図 3. 大温室にて撮影
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べての植物の科名の学名、和名、植物名の学名、和名を入力しました。これは片面倍密度のミニ・

フロッヒ°ー・ディスケット（約 140kbyte) 1枚半に収まるデータ量です。プログラムはきめ細

かい出力形式が簡単に得られる BASICで作り、植物デ...:..タと同じディスケットに入れました。

ディスクユニットは 2ドライプなので、この 2枚のディスケットを入れるだけで、データの追加、

修正、検索から目録作成までができるわけです。

図 4、 5は目録本文と索引の出力例です。本文の科名はみやすいように強調印字を、索引は一定

の幅に多くのデータを入れるため、 10インチに 132文字という縮小印字を用いました。 このよ

うな細かい芸当はマイコンの得意とするところです。出力したものはそのまま版下となり、製版す

ればすぐに印刷できるので、初期データの入力の苦労さえ惜しまなければ、経費の節約になる上、

校正の必要もありません。

~ ~ 
実験施設という性格上、植物園には、常に新しい植物が持ち込まれています。これを従来はカー

ドによって整理していましたが、マイコンを使うことにより最新の＂植物在庫”を管理することが

でき、普段あまり植物園に縁のない人でも、簡単なコマンドで必要な植物群の情報を引き出せるよ

うになりました。とはいっても、現在、外部記憶装置は、ミニディスクユニットだけなので、ちょ

っと大きなデータを扱おうとするとすぐにメモリー不足になってしまいます。そこでこのような時

は、マイコンを大型計算機の端末として使用し、エディター・サブシステムを呼び出します。そし

て、 BASICで作ったプログラムで、ミニ・ディスケット上に蓄積したデータを音響カプラー、

電話回線を通じて大型計算機のファイルに転送した後、処理しています。またデータは、現在、作

製中の生薬、漢方処方データベースとリンクさせることができるので、需要が供給に追いつかず、

新しく栽培を考える必要のある薬用植物、枯渇が予想され、保存するべきもの、新薬の原料として重

要なものなどを客観的に把握、生薬資源開発における強力な手段として利用しつつあります。

大型計算機を使って加工されたデータは、 LISTコマンドでマイコンのミニ・フロッヒ°ー・ディ

スケットに転送できます。データが少量で、大型計算機を使うまでもない時など、マイコンを使え

ばプログラム作製が非常に楽になり、ほんの少しの訓練で誰もが、必要とする結果を望む形で得る

ことができるのです。

最後に、マイコンを端末として使用するにあたり、御協力いただいた大阪大学大型計算機センタ

ー、藤井博氏、ならびにデータ転送フ゜ログラムの作製に御協力いただいた大阪大学工学部建築工学

教室五十嵐研究室のみなさんに感謝致します。
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＊求* DICOTYLEDONEAE *** 

ARISTOLOCHIACEAE ウマノススロワサ カ

Aristolochia elegans Mast. 
Aristolochia fangchi Wu 
Aristolochia gigas Lindl. 
Aristolochia kaempferi Willd鑑

Ari st口lochiaonoei Franch.et Sav. 
Asarum asperLtm F. Maekawa 
Asarum dimidiatum F.Maekawa 
Asarum ko口yanumMakino var.brachipodion Kitam, 
Asarum sieboldii Makino 

ASCLEPIADACEAE カこ力こイモ カ

Araujia sericofera L. 
Asclepias curassavica L. 
Ceropegia linear-is E.Mey subsp.woodi 
Cynanchum vincetoxicum Pers. 
Hoya carnosa R.Br. 
Metaple:ds japonica Makino 
Periploca graeca L. 
Tylophora Tanakae Ma}:im. 

BALSAMINACEAE ホウ1!:,1) 11 
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,,. イフ° カ:;:"ラ

オオ1)"ウマ/ヌス"?if

アリマウマJ;;tオワサ

ミヤコア和＇

ワロフネサ企,:.,

ズス・カカこJアオ-1
ゥAlゞ サ・fョ：J

チョウトリカ::z・ ラ

トウワ弓

！＼ートカズ＂ラ

't'Jララ3

カ＂打 "-1モ

1リルモウリコカ

Impatiens balsamina L. ホウセこJ力

BASELLACEAE ツルムラ..,.字カ

Basella rubra L. 'リルムラサキ

Basella ntbra L.va1r.alba Mok. 
Boussi ngaul ti a cordifoli a Ten. 

BEGONIACEAE ヨュウカイトぃウ カ

Begonia evansiana Andre. 
Begonia rex Putz. 

BERBERIDACEAE 
Berberi s koreana Pal. 
Berberi s thunbergi i DC. 

メ'f=- 1J 

Epimedium diphyllum Ladd暴

Epimedium grandiflorum Morr.subsp.sempervirens Kitam. 
Epinedium grandi fl arum Morr. subsp. koreanum Ki tam. 
Mahonia aquifolium Nutt. 
Mahonia japonica DC. 
Nandia domestica Thunb. 
Podophyllum pel tahtm L. 
Xanthorrhiza simplicissima Hash暴

BETULACEAE 1Ji)'蕊ノキカ

マテ＂イラカズ＂ラ

シュウカ・1、ドウ

メキい

lゞ嗚イカ・・i1J')ソウ
トキワイカリソウ

布)"j.・, カリソウ

ヒイラギ寸ンテこI

ナこIテこI

ホ° 卜’’フ・1・ルム

Corylus avellana L. '\ーセ氾)~

Corylus heterophylla Fisch紅 var繹 thunbergii Bl. 1注J、カミ

BIGNONIACEAE .Iウセ正ンカ;i:-ラ カ

Bignonia capreolata L. 
Campsi s grandi flロraK.Schum. 
Campsis radicans Seem認

Catalpa bign口nioidesWalt. 

図 4. 目録本文
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図 5. 目 録索引
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